様式第３号
 【若葉部門】ならはみらい まちづくりプチ補助金
活動企画提案書
	ご記入上の注意
・記入欄の大きさは適宜調整してください。
・選考基準を踏まえた説明が含まれるようにしてください。
・事業や活動のイメージが伝わるように図表や写真を適宜挿入してください。


1. 基本情報
	区　分
	□新規　□継続（　　　年目）

	提案活動名
	

	団体名
	ふりがな

	
	

	団体種別
	以下のいずれかに☑を入れてください。
· 法人（法人種別：　　　　　　　）
· 任意団体・グループ

	団体住所等
（代表者住所）
	〒　　　　－	

	
	TEL：

	
	E-mail：

	
	HP（URL）：

	代表者
	役職

	氏名（ふりがな）

	
	TEL：
	E-mail:

	
	HP：

	メール送信先（審査結果や報告書類フォーマット等の案内の送り先を記入ください・複数可）


	担当者
	役職
	氏名（ふりがな）

	
	TEL
	MAIL


2.申請団体の活動内容等
	団体の目的
	



	設立年月日
（活動開始日）
	

	主な活動状況
※活動を箇条書きしてください。
	




	直近の収支決算額
	（会計期間）　　　年　　月　　日～　　　年　　月　　日
（収入合計金額）
（支出合計金額）

	会費の徴収及び協賛金の協力要請の有無
	以下のいずれかに☑を入れてください。
· これまでに会費の徴収及び協賛金の協力要請をしたことがある
（会費の金額：　　　　　　　　　　　　　　　）
（協賛金の協力要請先と金額：　　　　　　　　　　）
· これまでに会費の徴収及び協賛金の協力要請をしたことはない

	これまでの委託や補助金の実績
	以下のいずれかに☑を入れてください。
· これまでに委託や補助金を受けたことがある
（事業名及び金額：　　　　　　　　　　　　　　　）
· これまでに委託や補助金を受けたことはない

	現在の委託や補助金の有無
	下のいずれかに☑を入れてください。
· 現在、委託や補助金を受けている
（事業名及び金額：　　　　　　　　　　　　　　　）
（補助金等の名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
· 現在、委託や補助金は受けていない


[bookmark: _Hlk184292103]3.申請団体の振込先
	[bookmark: _Hlk184292070]銀行・支店名
	　　　　　　銀行　　　　　　　　　　　　　支店

	金融機関コード
	
	
	
	

	支店コード
	
	
	

	預金種目
	· 普通　　　　□　当座　　　　□　その他

	口座番号
	
	
	
	
	
	
	

	口座名義（カナ）
	



4.実施体制
活動メンバー(募集要項内「応募資格」①②を満たすようにメンバーの情報を記入ください）
	No.
	氏名
	住まい等
（いずれかに〇をしてください）
	年齢
	役割

	1
	
	楢葉町内在住・在学・在勤・町外在住
	
	

	2
	
	楢葉町内在住・在学・在勤・町外在住
	
	

	3
	
	楢葉町内在住・在学・在勤・町外在住
	
	

	4
	
	楢葉町内在住・在学・在勤・町外在住
	
	

	5
	
	楢葉町内在住・在学・在勤・町外在住
	
	

	6
	
	楢葉町内在住・在学・在勤・町外在住
	
	


※記入欄が足りない場合は、行を追加するか、別紙での提出をお願いいたします。
連携する団体（任意）
	団体名
	期待する役割

	
	

	
	

	
	


※地域団体・学校など、地域における活動の質を高める連携がある場合に記入
※選考での評価となります。
5.活動詳細
	活動目的
	活動の趣旨（活動をおこなう理由・背景、町民視点での必要性、解決したい地域課題、地域への効果を意識して記載ください。）





目指す理想の状態（活動後、地域や住民がどう変わるか等）






	活動内容
	※いつ、どこで、誰と、何を、どのように実施するのか等を記載してください。
※対象者・人数・方法・参加費の有無（参加費は見込み額・内訳も含む）
※前項の活動目的と内容が対応しているか確認ください。











確認欄】
□活動内容は、申請する経費がどのように使われるかわかるように記載されています。



	活動期間
	年　　月　　日～　　　　年　　月　　日

	スケジュール
※準備～実施～報告
　の流れを記載
	時期
	内容

	
	












	








	補助終了時の目標（定量・定性）

	提案事業がもたらすまちづくりへの波及効果について定性的・定量的な目標を設定し、記載してください。















	持続可能な活動・
体制作りに向けた
取り組みや工夫

例)
・若手の育成
・活動の仕組み化
・他団体との協働
・情報発信の工夫
・次年度以降の
運営体制構築等

	前回の取り組みから拡充している点










補助終了後も活動を継続するための財源についての取組
※例：参加費、寄付、協賛、助成金、物販、会費など
※自立化の見通しを記載













6.活動企画にかかる予算　
①補助申請年数と補助率　　　　　　　　　　※1年目:95%　２年目:80%　３年目:65%
	補助申請回数
	年目
	　　　　補助率
			％



②本事業に必要な経費・補助対象経費および補助金充当の配分　　　　　　
	[A]本事業に必要な経費
	[B]補助対象経費
	[C]補助金交付申請額
	[D]自己資金等＊

	円
	円
	円
	円


＊[D]=[A]-[C]

	　×　　  　％

※「補助事業に要する経費」とは当該事業を遂行するのに必要な補助対象外経費も含めた全体の経費。
※「補助金交付申請額」とは、補助対象経費のうち、補助金の交付を希望する額。
例：若葉部門(1年目)の場合
・補助対象経費が29万円➨補助金交付申請額は275,500円（＝290,000円×95％）
・補助対象経費が34万円➨補助金交付金額は30万円（上限額）

③予算(収入) 計 画
	収入区分
	金額
	内訳

	[C]補助金交付申請額
	円
	

	[D]自己資金額
	円
	

	
	円
	

	補助事業で生じる収入見込み額
	円
	

	合　　計
	円
	



※自己資金とは、団体の資金や、会費や区費、借入金など
※補助事業で生じる収入は、本事業を通じて制作したグッズの販売などによる収入がある場合の
見込み額



④支 出 計 画
[B]補助対象経費の積算内訳
	費 目
	算出根拠
	備　考

	
	内　訳
	金　額
	

	諸 謝 金
	
	円
	

	旅　　費
	
	円
	

	会 議 費
	
	円
	

	消耗品費
	
	円
	

	印刷製本費
	
	円
	

	賃 借 料
	
	円
	

	広 報 費
	
	円
	

	通信運搬費
	
	円
	

	保 険 料
	
	円
	

	図書購入費
	
	円
	

	外 注 費
※補助対象経費の1/2未満
	
	円
	

	備品・設備投資費
※補助対象経費の1/2未満
	
	円
	

	振込手数料
	
	円
	

	合　計
	[B]補助対象経費
	円
	





2
